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一日最大給水量（実績値）・計画一日最大給水量（2024年度予測値）

：行政区域境界

：自己水源のみ

：受水のみ

：自己水源と受水

：廃止施設

：配水場化施設

：現県営水道の送水管
：送水経路
：配水経路

：新規計画経路

40,750/40,750m3/日

凡例

24,600/24,600m3/日

大泉町

邑楽町

既認可

単位：m3/日

太田市

館林市

みどり市

板倉町

明和町

千代田町

12,911

6,465

18,213 17,900 17,510 17,250 16,860 17,460 17,381

6,869 6,336 6,418 6,508 6,168

197,164 196,522

12,867 10,953 10,827 11,190 10,919 11,149

0.968 0.956 0.976 0.967 0.991 0.990

－ － － － －

198,577

6,388

6,329 6,099 6,429 5,683 5,923 7,275

8,953 8,616 8,218 7,521 8,489 9,961

年度実績 予測

20,143 19,791 20,085 22,035 22,815 20,723

33,450 32,980 34,080 32,740 33,430 30,252

2013（H25) 2014（H26) 2015（H27) 2016（H28) 2017（H29) 2024年度

第二浄配水場

8,914m3/日

90,060

34,050

20,097

東浄水場

1,974m3/日

南浄水場

88,590 87,924 90,428 90,576 91,510 91,554

年度実績 年度実績 年度実績 年度実績

西部配水場

12,012m3/日

第五浄水場

2,362m3/日

南大島浄水場

5,948m3/日
利根浄水場

牛沢受水場

北浄水場

853m3/日第三浄水場

8,996m3/日

第一浄水場

8,467m3/日

第三配水場

10,708m3/日

+1,327m3/日

第二浄水場

19,544m3/日

第一配水場 第三配水場

大輪浄水場

岩田浄水場
10,332/45,800m3/日

1,974/3,024m3/日

第四浄水場
東部地域水道

配水機能集約

1,967m3/日

＋2,136m3/日

新田受水場

11,127m3/日

+4,986m3/日

+7,081m3/日

藪塚低区
配水池

6,695m3/日

藪塚受水場

143m3/日

鹿田山配水池

7,442m3/日

対既認可値 1.000

192,654 190,165 194,188 192,502

金山山頂
配水池

・
金山配水池

35,283m3/日

西長岡配水池

・

強戸配水池

11,968m3/日

渡良瀬浄水場

47,065/68,850m3/日

琴平山配水池

516m3/日

塩沢配水池

7m3/日神梅配水池

43m3/日

高区第二配水池

293m3/日

浅原配水池

324m3/日

小平配水池

28m3/日

尾島分水場

中野浄水場

3,915m3/日

西配水場

5,610m3/日

+1,524m3/日

塩原浄水場
塩原配水場

2,763m3/日

桐原配水場

8,739m3/日

42,300/42,300m3/日 合計

長尾根配水池

40m3/日

高区第一配水池

362m3/日 10,046

6,375

瀬戸ヶ原
配水池

165m3/日

新田山田水道
再計 199,000

邑楽町

12,911m3/日

太田市

91,554m3/日

みどり市

20,723m3/日

館林市

30,252m3/日

明和町

7,275m3/日

板倉町

9,961m3/日

大泉町

17,381m3/日

千代田町

6,465m3/日

P みどり塩原系余力

1,957m3/日を送水

群馬東部水道事業垂直統合基本計画

１．はじめに

この「基本計画」は、群馬東部水道企業団末端給水事業と群
馬県企業局新田山田水道用水供給事業及び東部地域水道用
水供給事業との垂直統合に向けて、2024年度までの期間を対
象として、基本構想時の検討内容を踏まえた具体的な実施計
画（水運用計画・施設整備計画・財政計画）を策定するもので
ある。

【概要版】
平成31年4月

２．水需要予測

・行政区域内人口は減少傾向で推移し、2024年度で現状より11,622人減少の439,758人となる。

・一日平均給水量も減少傾向で推移し、2024年度で現状より11,634m3/日減少の164,793m3/日となる。

＜水運用計画の基本方針＞

・施設能力の余力を活用して施設数の削減を図り、効率的な施設運用体制を構築する。

・水質が思わしくない地下水水源については、水質監視を強化するとともに、他の地区からの補給、
又は表流水系への転換を図る。表流水への転換により地盤沈下の軽減に寄与する。

・みどり地区の北部は地形的な制約があり、現時点では施設統廃合の対象から除外する。

・東部地域水道浄水場においては利根川での水質事故対策に取り組む。

水需要予測及び水源水量の過不足並びに保有する地下水水源の一部に水質的な課題を抱えているこ
とを考慮し、垂直統合に伴う水運用計画を以下のとおり定めた。

【設定】平常時：水源に何ら問題が発生していない状況
非常時：利根川での水質事故、渡良瀬川での取水制限40％が同時に発生している状況

４．事業計画

＜施設再構築基本方針＞
群馬県企業局が運営する新田山田水道及び東部地域水道との垂直統合に伴う施設再構築に関する基

本方針を定めた。

①水源及び水道施設の
有効活用

・既存の水道施設をより広域的な視点から検討を行い、余力があり水質が良好な水源及び
浄水場の有効利用を図り、効率的な水道施設の運用体制を構築する。

・標高の高い位置に設けられている水道施設から、標高の低い地域へ供給することにより、
ポンプ圧送に要する電力費などの維持管理費の低減を図る。

②安定供給体制の向上
・原水や浄水の供給経路の複数化を進め、水道施設や配水区域間の融通体制を構築し、
水道水の安定供給体制の向上を図る。

③維持管理費・更新費用
の低減

・水道施設の余力を活用し、水道施設間までの融通を図ることで施設の統廃合を進め、
地域で二重投資となるような更新事業を削減する。

・施設数の削減、浄水場から配水場などへ運用方法の変更により、薬品費や電力費などの
維持管理費用を削減する。

④災害対策の推進

・頻発する渇水や河川における水質汚染事故が水道事業へ影響を与える事例も発生して
いることを考慮し、水道施設や配水区域間の融通施設の整備を進めることで、災害発生
時の断水の影響を抑制する。

・水道施設や配水区域間の融通体制の構築により、地下水水源の保全を図り、地盤沈下に
よる被害の抑制を図る。

＜概算事業費＞

６．まとめ

垂直統合を実施した場合の損益は2024年度時点でプラス約11.9億円、垂直統合を実施しない場合の損
益は2024年度時点でプラス約11.6億円となり、垂直統合により約0.3億円の収支改善が見込まれる。また、
垂直統合を実施することで資金残高は減少するものの、その減少幅を圧縮することができる。

図3 各ケースにおける損益の比較 図4 各ケースにおける資金残高の比較

・垂直統合に伴う施設再構築により、2024年度までに水道施設7施設を廃止、浄水場5施設を配水場化す
ることができ、維持管理費や更新費用等を削減することができる。
・群馬東部水道企業団における2024年までの概算事業費を比較した場合、垂直統合を実施しない場合は
約762億円、垂直統合を実施する場合は約495億円となる。
・垂直統合によって収支は改善されるが、資金残高の減少は避けられず、2019年度時点で最低限確保す
べき資金残高として設定した40億円を下回る結果となる。高度浄水処理導入、送水の二重化、老朽化施
設の更新など、2025年度以降の事業に対する財源確保のために料金改定を検討する必要がある。

項目
垂直統合を
実施しない

垂直統合を
実施する

再構築に係る
事業費

53.98億円 146.75億円

既設施設の
更新事業費

335.96億円 330.87億円

非常時対応施設
整備費

372.14億円 17.06億円

合計 762.08億円 494.69億円

図1 基本構想と基本計画の関係

３．水運用計画

５．財政計画

一日最大給水量（実績値）・計画一日最大給水量（2024年度予測値）

合計

10,046

6,375

再計 199,000

対既認可値 1.000

192,654 190,165 194,188 192,502

2013（H25) 2014（H26) 2015（H27) 2016（H28) 2017（H29) 2024年度

90,060

34,050

20,097

88,590 87,924 90,428 90,576 91,510 91,554

年度実績 年度実績 年度実績 年度実績 年度実績 予測

20,143 19,791 20,085 22,035 22,815 20,723

33,450 32,980 34,080 32,740 33,430 30,252

6,388

6,329 6,099 6,429 5,683 5,923 7,275

8,953 8,616 8,218 7,521 8,489 9,961

197,164 196,522

12,867 10,953 10,827 11,190 10,919 11,149

0.968 0.956 0.976 0.967 0.991 0.990

－ － － － －

198,577

大泉町

邑楽町

既認可

単位：m3/日

太田市

館林市

みどり市

板倉町

明和町

千代田町

12,911

6,465

18,213 17,900 17,510 17,250 16,860 17,460 17,381

6,869 6,336 6,418 6,508 6,168

：行政区域境界

：自己水源のみ

：受水のみ

：自己水源と受水

：廃止施設

：配水場化施設

：現県営水道の送水管
：送水経路
：配水経路

：新規計画経路

凡例

＜施設再構築年次計画＞

2024年度までの施設再構築に係る年次計画を策定した。
以下に年度毎の事業費を示す。

2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(H31)

0億円 0億円 4.43億円 13.67億円 17.15億円

2020 2021 2022 2023 2024

32.19億円 29.92億円 31.04億円 22.54億円 12.81億円

図２ 水運用計画図（計画目標年度 平常時）
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